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木と家の会とは？ 

ＮＰＯ法人木と家の会は、家づくりを中心に四国の山で育てられた木材の健全な消費をとおして、森林環境の保全と良好な住環境づくりに取り
組んでいる団体です。林業家、材木店経営者、建築設計者、施工者、木工家、一般市民などさまざまな分野の人たちが集まっています。 

木と家の会は国土交通省より平成20年度、21年度地域木造住宅市場活性化推進事業の補助を受けています。 

第３回 住まいづくりイベント 木と家の会が推奨する「風土に適した『かがわ型』住宅」を考える 

『かがわの暮らし』を考えよう！ 

平成21年度 国土交通省 地域木造住宅市場活性化推進事業 
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木と家の会が企画する住まいづくりイベントの第３段が９月６日（日）、９月１３日（日）の２週にわたって開催されます。今回の

イベントキーワードは「暮らし」。生活の視点から見た、かがわの暮らしについてみんなで考えたいと思います。 

まず、９月６日（日）は食生活から「かがわの暮らし」を考えます。食べ物の安全が社会問題になっている今、香川において

安心で安全な食生活を送るにはどのような点に留意すべきなのか。健康被害がなく本当の意味での「体にやさしい食生

活」とは？それぞれの専門家が「食の世界から」、「農園の世界から」食生活についてお話をしていただきます。 

2週目の9月13日は、気候風土の恵まれた香川県で「住まいのエネルギー」を考えます。全国で画一的な住まいづくりが進

められていることが、もはや当たり前になってしまった今、改めて地域の風土に合った住まいを住まいのエネルギーから考

えます。特に、今話題の太陽光発電装置を、雨の少ない香川で導入した場合のメリットや、今話題の補助金などをわかりや

すく、中立的な立場で説明いたします。 

具体的な内容は下記のとおり実施いたしますので、かがわに適した住まいづくりをご検討中の方、自然の暮らしに興味のあ

る方々必見です。心よりお待ち申し上げておりますので、ぜひご来場ください。 

■日 時：平成21年9月6日（日） 13時30分～15時30分 

■場 所：地域型展示住宅（高松市林町、香大工学部北西角） 

■参加費：無料 

■構 成：第１部 「食の世界から」食生活を考えよう！ 

                講師：五名畑 木村克美さん 

      第２部 「農の世界から」食生活を考えよう！ 

                講師：よしむら農園 吉村一成さん 

            ※当日は試食も企画しています。お楽しみに！ 

『食生活を考えよう！』 

『住まいのエネルギーを考えよう！』 

■日 時：平成21年9月13日（日） 10時30分～12時00分 13時30分～15時00分 

■場 所：地域型展示住宅（高松市林町、香大工学部北西角） 

■参加費：無料 

■構 成：「太陽光発電」～ほんとにたすかるの？ いくらかかるの？～  

                講師：太陽光発電メーカー担当者 

     太陽光発電システムとは？、設置事例を参考にしながら 
     光熱費と設置費用の関係をわかりやすく説明します。 



8月 15日 (土) お盆休み  9月 5日 (土) 川口 洋子 川口洋子建築設計 

 16日 (日) お盆休み   6日 (日) 第３回イベント『かがわの暮らしを考えよう！』 その① 

 22日 (土) 松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計    ～食生活から「かがわの暮らし」を考える～ 

 23日 (日) 松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計  12日 (土) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

   増田 孝夫 森風舎  13日 (日) 第３回イベント『かがわの暮らしを考えよう！』 その② 

 29日 (土) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計    ～エネルギーから「かがわの暮らし」を考える～ 

 30日 (日) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計  19日 (土) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

   小松 秀行 ㈲小松秀行建築工房  20日 (日) 笠井 幸治 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 

      21日 (祝) 池田 裕美 ｴﾑｱｲ.ｱｰｷﾃｸﾄ 

      22日 (振) 赤山 芳隆 ＲＹＯ建築設計 

      23日 (祝) 松田 保文 ㈲ＭＯ環境設計 

      26日 (土) 川口 洋子 川口洋子建築設計 

      27日 (日) 川口 洋子 川口洋子建築設計 

        増田 孝夫 森風舎 

住まいづくりメンバーのリレーコラム 『地域の住まいづくり１・２・３』 

私の生まれ育った家は農家で、その敷地には住まいと納屋、そして畑があります。 

今回はその納屋にスポットを当てて話を進めましょう。実家の納屋は３間×６間の２階建ての大きさで瓦

葺きです。昔は農作業用の牛を飼っていたので、牛用の部屋が１階の一部にありました。 

子供の頃、祖母に「この納屋いつ建てたん？」と聞くと「昭和３０年ころだったと思うで～。この大きい

梁（地松）はのぉ～、塩江の山から伐採して大八車に載せて、みんなで押してなんとか持って帰ってきたん

やのに～」と答えてくれました。今となっては当たり前だと解りますが、当時の僕は木に関する知識がまっ

たくなかったので、その梁に入った割れ（自然乾燥なので当たり前・・・）が気になり、祖母に大丈夫？と

聞きました。しかし、木の割れについての知識がなかったのか相手にされなかった記憶が残っています。 

納屋には僕の思い出がいっぱいです。農作業の手伝いについて両親と大喧嘩したこと、かくれんぼをした

こと等など・・・改めていろいろなことが思い出されます。様々な場所に思い出があり、家族と言う絆（き

ずな）と改めて大切にしようと考えています。 

先日、塩江町森林組合の山を見る機会がありました。松食い虫のため山に地松

は激減し、その後に植林した桧の森になっていました。森にはりっぱな林道があ

り、草刈り、間伐、搬出も比較的作業が容易にできる工夫がしてありましたが、

全てがそんな山ではないようでした。機械があるとはいえ森を守ることはいろい

ろな意味で大変です。納屋と同じように少しでも県産材、四国産材をつかった家

が建ち、健全な山になりますように願ってやみません。 

納屋 ㈱ｶｶﾞﾜ設計一級建築士事務所 代表取締役 笠井幸治 

地域型展示住宅 

『木と家の会』のブログをぜひご覧ください。 
地域型展示住宅の建築過程や、地域の住まいづくりに関するあれこれが見られます。 

『住まいづくり相談』担当者一覧 8月15日～9月30日 

木と家の会では地域の住まいづくりに関する相談や疑問

などに、地域の住まいづくりに実績のある専門家が、 「無

料」にて解りやすくお答えします。お気軽にご来場下さい。 

■営業時間：午前10時～午後5時 

■場所：地域型展示住宅（高松市林町、香大工学部北側） 

地域型展示住宅は随時見学可能です。事前に事務局までご連絡の上、ぜひお越しください。 

（地域型展示住宅の所在地は高松市林町6-25、レインボー通り南詰めを東へ約400ｍ、香大工学部北西角にあります。） 


